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テ
ー
マ
は
「
再
処
理
止

め
る
た
め
に
、
議
員
連
盟

の
結
成
に
向
け
て
」
で
し

た
。
参
加
し
た
国
会
議
員

は
阿
部
知
子
、
山
崎
誠
、

逢
坂
誠
二
、
大
河
原
雅
子
、

福
島
み
ず
ほ
、
上
村
英
明

さ
ん
の
六
人
で
、
代
理
秘

書
出
席
者
が
四
人
で
し
た 

 

      

出
さ
れ
た
意
見 

議
員
か
ら 

「
議
員
連
盟
を
つ
く
る
絶

好
の
時
期
で
あ
る
。
し
か

し
再
処
理
の
問
題
に
つ
い

て
国
民
の
関
心
・
盛
り
上

が
り
が
不
十
分
で
あ
る
」 

「
こ
れ
ま
で
約
一
五
兆
円

投
資
し
た
核
燃
サ
イ
ク
ル

は
す
で
に
頓
挫
し
て
い

る
」
「
使
用
済
み
核
燃
料

の
全
量
再
処
理
は
非
現
実

的
」
「
与
党
と
野
党
を
ま

た
ぐ
議
員
連
盟
と
し
、
具

体
的
な
緊
急
課
題
を
明
ら

か
に
し
て
取
り
組
む
べ
き

だ
」
な
ど
。 

市
民
団
体
か
ら 

「
問
題
を
焦
点
化
す
る
に

は
、
再
処
理
が
核
の
ゴ
ミ

問
題
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

工
場
が
、
核
爆
弾
製
造
の

一
歩
直
前
の
危
険
な
存
在

で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る

べ
き
だ
」
「
六
ヶ
所
再
処

理
工
場
の
そ
ば
に
三
沢
基

地
が
あ
る
が
、
自
衛
隊
の

Ｆ
16
の
再
処
理
工
場
へ
の

墜
落
事
故
が
懸
念
さ
れ
た
。

現
在
の
Ｆ
35
は
、
Ｆ
16
に

比
べ
重
さ
も
速
さ
も
２
倍

で
あ
る
。
墜
落
事
故
が
起

こ
れ
ば
そ
の
分
破
壊
力
が

大
き
い
」
「
再
処
理
工
場

の
危
険
性
は
ガ
ラ
ス
固
化

も
出
来
な
い
高
レ
ベ
ル
放

射
性
廃
液
だ
」
「
こ
の
放

射
性
廃
液
は
地
球
上
に
あ

る
最
悪
の
危
険
物
。
事
故

が
あ
れ
ば
日
本
を
滅
ぼ
す

ほ
ど
の
も
の
だ
」
な
ど
。 

         

質
問
者
（永
田
：
岩
手
） 

質
問
Ａ 

米
国
で
は
一
九

七
二
年
に
、
英
国
は
二
〇

二
二
年
に
再
処
理
撤
退
、

フ
ラ
ン
ス
は
、
現
在
ラ
・

ア
ー
グ
再
処
理
工
場
が
稼

働
し
て
い
る
が
高
速
炉
か

ら
は
撤
退
し
て
い
る
。 

 

日
本
の
六
ヶ
所
再
処
理

工
場
は
一
九
九
三
年
の
着

工
か
ら
す
で
に
三
二
年
経

過
し
て
い
る
が
竣
工
し
て

い
な
い
。
我
が
国
は
核
技

術
後
発
国
で
あ
り
技
術
力

も
十
分
あ
る
わ
け
で
は
な

い
。
今
こ
そ
や
め
る
べ
き

時
と
思
う
が
ど
う
か
？ 

回
答 

資
源
小
国
の
日
本

は
、
資
源
の
有
効
利
用
の

観
点
か
ら
核
燃
再
処
理
は

重
要
と
考
え
る
。 
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アクティブ試験を、規制庁もエネ庁も、 最終評価せず！ 

再処理を止めるための議員連盟発足へ 

九
月
二
四
日
衆
議
院
第
二
議
員
会
館
で
、
脱
原
発
政
策

実
現
全
国
ネ
ッ
ト
主
催
の
「
原
発
・
核
燃
サ
イ
ク
ル
政
策
中

止
」要
求
院
内
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

「
核
技
術
先
進
国
」
と
言
わ
れ
た
ア
メ
リ
カ
が
一
九
七
〇

年
代
に
、
ド
イ
ツ
が
一
九
八
九
年
に
核
燃
再
処
理
計
画
を

中
止
し
、
イ
ギ
リ
ス
も
再
処
理
工
場
を
閉
鎖
し
今
年
一
月

に
は
取
り
出
し
た
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
「
地
中
に
廃
棄
す
る
」

と
公
表
し
ま
し
た
。
し
か
し
日
本
原
燃
は
「
二
〇
二
六
年
度

末
に
は
設
工
認
（せ
つ
こ
う
に
ん
：
設
計
及
び
工
事
の
計
画
認
可
）

審
査
を
終
え
稼
働
」
す
る
と
公
表
し
て
い
ま
す
。
院
内
集
会

に
は
、
私
達
「
岩
手
の
会
」
か
ら
二
名
が
参
加
し
、
「
危
険
な

核
燃
サ
イ
ク
ル
中
止
」を
求
め
発
言
し
ま
し
た
。 

第
一
部 

 

政
党
・
議
員 

と
の
懇
談
会 

 
 

第
一
部
は 
Ｕ―

プ
ラ
ン 

が

動

画

を

ア

ッ

プ

。
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第
二
部 

 

ヒ
ヤ
リ
ン
グ
集
会 

 

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
電
力 

・核
事
業
部
原
子
力 

立
地
、
核
燃
サ
イ
ク
ル 

産
業
課
（担
当
官
二
人
） 

 

第一会議室に約 60人が来場し、議員と市民代表が 

公開で対話しました。 

稼働の「無免許運転」を認めるのか！ 

https://x.com/i/broadcasts/1djxXWmljkkJZ
https://x.com/i/broadcasts/1djxXWmljkkJZ


質
問
Ｂ 

六
ヶ
所
工
場
の

ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
に
つ
い

て
、
「
原
子
力
規
制
委
員

会
は
そ
の
評
価
を
さ
ら
に

行
う
予
定
は
な
い
」
と
回
答

（
前
回
院
内
集
会
）
し
た
。

こ
の
場
合
、
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
は
日
本
原
燃
に
ア

ク
テ
ィ
ブ
試
験
の
報
告
を

求
め
、
稼
働
の
可
否
を
判

断
す
べ
き
で
は
な
い
か
？ 

回
答 

過
去
の
ア
ク
テ
ィ

ブ
試
験
に
つ
い
て
も
今
回

の
「
使
用
前
検
査
」
も
原

子
力
規
制
庁
が
そ
の
管
轄

で
あ
り
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ

ー
庁
は
監
督
の
立
場
に
な

い
。 

永
田
意
見 

私
達
は
、
ア
ク 

テ
ィ
ブ
試
験
が
始
ま
っ
た

二
〇
〇
六
年
か
ら
公
表
さ

れ
る
報
告
書
を
見
て
き
た
。

五
ス
テ
ッ
プ
に
分
か
れ
た

試
験
の
第
四
ス
テ
ッ
プ
迄

の
報
告
書
は
見
た
が
、
ア
ク 

テ
ィ
ブ
試
験
の
最
終
報
告
書

は
ま
だ
出
さ
れ
て
い
な
い
。

現
在
も
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験

中
と
い
う
事
に
な
る
。
ア
ク

テ
ィ
ブ
試
験
は
「
使
用
済
み

燃
料
に
よ
る
総
合
試
験
」
と 

    

記
さ
れ
て
い
る
最
重
要
な

試
験
で
あ
る
。
原
子
力
規

制
委
員
会
は
、
「
試
験
報
告

も
求
め
ず
評
価
も
し
な
い
」

と
回
答
し
た
。
で
は
、
エ
ネ

庁
で
実
施
し
な
い
の
か
？

し
な
い
と
い
う
な
ら
ば
、

二
〇
一
二
年
九
月
の
規
制

委
員
会
発
足
時
に
、
原
子

力
安
全
保
安
院
は
ア
ク
テ

ィ
ブ
試
験
の
取
り
扱
い
を
ど

う
引
き
継
い
だ
の
か
、
調
べ

て
回
答
し
て
ほ
し
い
。 

回
答 

調
べ
て
回
答
す
る
。 

山
田
意
見
（青
森
） 

来
年

度
末
と
す
る
竣
工
計
画
に

そ
っ
て
、
事
業
前
審
査
を

完
了
さ
せ
る
と
い
う
が
、

六
ヶ
所
工
場
は
、
着
工
以

来
三
二
年
で
、
パ
イ
プ
や

ポ
ン
プ
、
配
線
な
ど
各
所

に
さ
び
や
ひ
び
が
発
生
し

て
い
る
。
技
術
者
や
労
働

者
の
新
し
い
人
材
供
給
も

少
な
く
、
人
的
に
縮
小
し

て
い
る
。
無
理
に
稼
働
す

れ
ば
事
故
の
可
能
性
が
増

し
て
ゆ
く
。
そ
こ
を
自
覚

す
べ
き
で
あ
る
。 

回
答 

廃
棄
物
の
減
容
、

有
害
度
の
低
減
、
資
源
の

有
効
利
用
の
観
点
を
堅
持

し
核
燃
再
処
理
を
進
め
る
。 

（
Ⅱ
、
プ
ル
サ
ー
マ
ル
に
つ
い
て

当
会
報
の
紙
面
狭
小
で
省
略
） 

     

電
事
連
発
言 

福
島
原
発

事
故
に
つ
い
て
深
く
反
省

し
て
お
り
、
そ
の
後
安
全

性
向
上
、
人
材
派
遣
、
地

域
の
み
な
さ
ん
の
信
頼
関

係
の
構
築
な
ど
実
施
し
て

き
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

の
少
な
い
我
が
国
は
原
子

力
の
役
割
が
大
き
い
。
再

稼
働
の
課
題
解
決
に
取
り

組
み
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

を
引
き
続
き
担
っ
て
い
き
た
い
。 

永
田
発
言 

市
民
団
体
の

場
に
出
席
頂
く
の
は
初
め

て
と
思
い
ま
す
。
感
謝
し

ま
す
。
福
島
事
故
の
反
省

を
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
が
、
電
事
連
行
動
指
針

（
二
〇
二
二
年
）
を
拝
見
し

ま
し
た
が
福
島
原
発
事
故

に
つ
い
て
一
言
も
触
れ
ら

れ
て
お
ら
ず
、
今
の
回
答

を
素
直
に
受
け
止
め
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
被
害
者

の
人
た
ち
へ
の
共
感
、
同

情
、
気
持
ち
に
寄
り
添
っ

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
ま
す
。
指
針
に
は

企
業
倫
理
と
あ
る
が
、
利

潤
追
求
ば
か
り
で
は
な
く
、

電
力
供
給
の
役
割
を
自
覚

し
、
社
会
全
体
に
対
す
る

責
任
と
配
慮
に
よ
り
、
信

頼
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

ほ
し
い
。
そ
の
た
め
に
は

勇
気
を
出
し
核
燃
サ
イ
ク

ル
か
ら
の
撤
退
を
決
断
し

て
い
た
だ
け
な
い
か
。 

 

   

会
計
検
査
院
担
当
官
は

「
会
計
検
査
院
は
憲
法
に

規
定
さ
れ
、
国
費
の
使
途

に
つ
い
て
手
続
き
を
踏
ん

で
検
査
す
る
」
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
ど
の
よ

う
な
機
能
な
の
か
を
学
習

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

二
一
九
団
体
の
署
名
提
出 

 

「
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利
用
政

策
の
中
止
を
求
め
る
団
体
署

名
」
は
、
全
国
二
一
九
団
体
か

ら
集
ま
り
、
九
月
二
四
日
の
院

内
集
会
で
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
担
当
者
に
読
み
上
げ
て
、
内

閣
総
理
大
臣
、
衆
・
参
両
議
院

議
長
宛
に
提
出
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
「
再
処
理
を
止
め
る
議

員
連
盟
結
成
の
文
書
」
は
、
九

月
一
〇
日
に
衆
参
両
議
員
事

務
所
を
回
り
配
布
し
ま
し
た
。 

 

    
 

   

   
 

                                 

六ヶ所 

再処理工場 

2003.12 

エネ調・コスト等検

討小委員会（電事

連試算） 

2021.6.25 

再処理機構発表（安

全対策工事追加） 

2023.6.26 

再処理機構発表

（竣工遅れによる

訂正） 

2024.6.21 

再処理機構発表

（物価高・追加工事

の影響） 

その年迄の

総事業費 
１１兆５８００億円 １4兆 44億円 １4兆 7000億円 １5兆 1000 億円 

（建設費） 
計画当初 

 ６９００億円 

４兆 7300億円 

    （4.5倍） 

 
増額の可能性大 

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
へ
の

事
前
提
出
質
問
書
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第
三
部 

電
気
事
業
連
合
会 

担
当
者
四
人
出
席 

 
 

 

第
四
部 

会
計
検
査
院 

２
人 

 

コラム 

水めがね 

 

前
回
の
全
国
ネ
ッ
ト
集
会
で

「
明
日
な
き
核
燃
サ
イ
ク
ル
」

と
い
う
表
題
の
核
燃
サ
イ
ク
ル

阻
止
１
万
人
訴
訟
原
告
団
の
小

冊
子
を
入
手
出
来
た
。
裁
判
書

類
を
も
と
に
し
て
い
る
の
で
統

計
な
ど
信
頼
で
き
る
と
思
う
。

◆
上
の
表
は
同
誌
四
〇
頁
「
経

済
性
無
視
の
再
処
理
」
と
い
う

章
の
資
料
で
あ
る
。
年
度
ご
と

に
並
べ
て
み
る
と
再
処
理
費
用

が
如
何
に
膨
大
な
も
の
な
の
か

と
驚
く
。
◆
大
島
堅
一
教
授
が
、

例
え
ば
東
北
新
幹
線
（
東
京―

函
館
）
は
総
額
１
・
４
兆
円
、

本
四
架
橋
が
２
・
９
兆
円
で
出

来
た
の
だ
と
説
い
て
い
る
。
表

の
「
総
事
業
費
」
は
、
各
電
力

会
社
の
電
気
料
金
か
ら
負
担
さ

れ
て
い
る
。
◆
果
た
し
て
こ
の

膨
大
な
出
費
は
、
本
当
に
国
民

の
意
図
に
沿
っ
て
な
さ
れ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
？
「
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
は
、
原
子
爆
弾
の
材
料
で

あ
り
、
発
電
に
は
危
険
過
ぎ

る
」
。
そ
ん
な
再
処
理
に
１
５

兆
円
は
無
駄
で
あ
り
、
や
め
る

べ
き
だ
。 

 

（
尚
） 

http://sanriku.my.coocan.jp/250924Q.pdf
http://sanriku.my.coocan.jp/250924Q.pdf

